
学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

60

　
万
灯
火
と
い
う
の
は
、
春
彼
岸
の
時

藁
束
等
を
墓
地
や
田
に
持
参
し
て
燃
や

し
、
亡
く
な
っ
た
先
祖
の
霊
を
お
迎
え

し
供
養
す
る
迎
え
火
の
伝
統
行
事
で
、

市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
巻
渕
地
区
で
は
、
毎
年
彼
岸
の

中
日
に
道
路
か
ら
見
え
る
墓
地
や
小
高

い
と
こ
ろ
で
藁
を
燃
や
し
て
万
灯
火
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
地
区
の
若
勢
会

が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
頃

か
ら
自
治
会
に
移
行
し
、
６
年
位
前
ま

で
は
、近
く
の
高
く
て
険
し
い
山
上（
地

元
で
は
あ
だ
ご
様
）
４
ヶ
所
で
行
う
大

掛
か
り
な
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
太

鼓
の
合
図
で
点
火
し
た
富
士
山
の
形
の

万
灯
火
は
と
て
も
き
れ
い
で
見
る
人
に

感
動
を
与
え
、
先
祖
の
霊
を
供
養
す
る

と
と
も
に
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
も

祈
願
し
た
そ
う
で
、
天
気
の
良
い
日
は

能
代
方
面
か
ら
も
見
え
、
唄
の
歌
詞
に

も
出
て
く
る
そ
う
で
す
。
今
年
も
中
日

の
３
月
20
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
同
じ
小
又
川
沿
い
で
は
、
古
文
書
に

桐
内
沢
で
火
災
が
あ
り
、「
ま
ど
火
」

の
か
か
わ
り
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
他
地
区
の
万
灯
火

　
合
川
地
区
の
万
灯
火
は
、
春
彼
岸
の

中
日
に
集
落
の
よ
く
見
え
る
場
所
で
焚

か
れ
て
い
る
灯
り
を
た
よ
り
に
、
先
祖

の
霊
が
家
に
戻
っ
て
来
る
よ
う
に
と
行

わ
れ
て
い
る
先
祖
供
養
の
行
事
で
、
お

盆
に
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
小
阿
仁
村
で
は
、
先
祖
の
霊
を
慰

め
る
た
め
村
内
16
集
落
で
、
春
彼
岸
中

日
の
日
没
後
順
次
万
灯
火
が
点
火
さ
れ

ま
す
。
天
明
の
大
飢
饉
に
由
来
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
合
川
公
民
館
提
供
資
料
、「
北

秋
田
史
用
語
解
説
」、「
森
吉
町
文
化
財

保
護
審
議
記
録
」、「
史
友
」、
巻
渕
住

民
談
話
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　（
無
形
民
俗
）

○「
巻
渕
の
万
灯
火
」

◇
所
在
地　
巻
渕
地
区

◇
管
理
者　
巻
渕
自
治
会

　
■
子
ど
も
の
生
き
る
力
と
地
域
の
役
割

　
「
子
ど
も
を
『
メ
シ
が
食
え
る
大
人
』

に
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
の
育

成
や
支
援
に
関
わ
る
全
て
の
大
人
と
、「
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
地
域
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
14
日
（
木
）

時
間　
15
時
〜
17
時
（
受
付
は
14
時
〜
）

会
場　
文
化
会
館

講
師　
高
濱
正
伸
氏
（
花
ま
る
学
習
会
代

表
）

定
員　
３
０
０
人

参
加
料　
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
第
３
回
合
川
ろ
ば
た
講
座

期
日　
３
月
７
日
（
木
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　
地
域
の
歴
史
文
化
（
寺
院
）
を
学

ぶ
「
し
ん
で
ん
寺
？
に
っ
た
寺
？
」

講
師　
保
坂
春
聴
氏

　
　
（
穀
城
山
新
田
寺
住
職
）

参
加
料　
無
料

■
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を
使
っ
た
韓
国
料
理

　
韓
国
の
合
わ
せ
調
味
料
「
ヤ
ン
ニ
ョ
ム

（
唐
辛
子
ネ
ギ
醤
油
）」
を
使
っ
た
料
理 

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　
３
月
15
日
（
金
）

時
間　
10
時
〜
13
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
文
本
照
子
氏

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
１
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

　
昭
和
30
年
代
の
前
田
地
区
の
懐
か
し
い

写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間　
３
月
１
日
（
金
）〜

時
間　
８
時
30
分
〜
17
時

会
場　
前
田
公
民
館　
※
入
場
無
料

日
時　
３
月
30
日
（
土
）

時
間　
14
時
〜
15
時
30
分

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
無
料

わ
ら
た
ば

教
育
講
演
会 

IN 

北
秋
田

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62̶

１
１
３
０

ま

と

び

▲巻渕の万灯火（平成24年３月撮影）

今、いのちをみつめて
～グッドライフ講座＆一般公開講座～

　グッドライフ講座＆一般公開講座が１月30日、
中央公民館で開かれ、奈良医院の奈良正人院長が
「人生と医療を語る」と題して講話し、講座受講生
と一般市民約１００人が聴講しました。
　奈良院長は講話の中で、現在の医療や平均寿命
が著しく伸びたことに触れ、日頃の生活の中で意
識すべきことや、健康であることは家庭や職場の
財産であると示しました。
　また、運動習慣や食事など日常生活に注意しな
がら、より健康的な人生を送ることは可能である ▲医療の現状などを講話する奈良先生

とし、目標をもって豊かで楽しく過ごしてほしい
とエールを送りました。

学ぶ・作る・味わう殿様御膳
～第４回おやかたさ集まるべ講座～

　おさるべ元気くらぶ（長岐直介代表）が主催す
る第４回おやかたさ集まるべ講座が１月14日、龍
泉寺で開かれ、江戸時代に秋田佐竹藩９代藩主義
和公が、長岐邸に本陣を構えた際に献上された料
理が再現されました。
　献立は、約200年前の長岐家文書「佐竹義和御
渡野日記」を参考に調理され、参加者は、煮物や
鯛の昆布〆などの一の膳、鮎塩焼きやカスベなま
すなどの二の膳を一品一品味わい、当時に思いを
はせました。また、試食には長岐家に保存されて ▲再現された殿様御膳を味わう参加者

いた御膳や食器が使用され、よりおもむきのある
試食になりました。

食文化の和・輪・話
～地域・元気力ＵＰ！セミナー～

　中央公民館と市内高齢者大学による「地域・元
気力UP!セミナー」が２月18日、交流センターで
開かれ、320人が参加し、地域の食文化や人との
つながりについて理解を深めました。
　はじめに、秋田北鷹高校家庭クラブが「発見！
古くて新しい北秋田の味プロジェクト」と題し、
しょうゆバター餅の開発について実践発表。
　講演では、農水省の６次産業化ボランタリープ
ランナーの泉牧子さんが、今の食生活の現状やあ
りえない常識などに触れ「土から生まれたものを ▲講演などで市民らが理解を深めたセミナー

意識的に摂り、次代の子どもたちに文化をつない
でいかなければならない」などと述べました。

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78̶

２
１
１
４

森
吉
公
民
館
講
座

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72̶

３
２
５
９

前
田
公
民
館
写
真
展

問

前
田
公
民
館　
☎
84̶

８
７
７
０

問

浜
辺
の
歌
音
楽
館　
☎
72̶

３
０
１
４

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
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